
氏名

ﾅｶﾞﾏﾂ ﾋﾛｼ 所属

職名

最終学歴 学位

学科・院の別

3 単位 52.0 時間 時間 歯学科・口腔保健学科

2 単位 30.0 時間 時間 歯学科・口腔保健学科

2 単位 4.0 時間 時間 歯学科

6 単位 34.0 時間 時間 大学院

4 単位 70.0 時間 時間 大学院

(５つまで)

共同研究等の
実績

中性電解水の歯科臨床における有用性(九州歯科大学同窓会、分担者)
ファイバーポスト支台築造の最適な構成材料弾性率の模索－残存歯質内応力集中に対する有限要素感度解
析による最適化―(九州歯科大学同窓会、分担者)

研 究 分 野 医療コミュニケーション、ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾘｽﾞﾑ、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ歯科医学教育、歯科医療情報

研究課題

課題名

九州歯科大学におけるプロフェッショナリズム教育
歯学部学生・研修歯科医のプロフェッショナリズムに対する認識
地域包括ケアと多職種連携における歯科医療人の取り組み
歯科臨床実習教育シミュレータの活用と歯科臨床技能の評価
医療情報システム再構築に向けた実態調査
歯科電子カルテの要件とその運用について
中性電解水の歯科臨床における有用性

キーワード
医療コミュニケーション、シミュレーション歯科医学教育、プロフェッショナリズム、医療情報、中性電解水

研 究 業 績

Yuki NAGAMATSU,Ker-Kong CHEN,Hiroshi NAGAMATSU,Yoshio KOZONO　and Hiroshi SHIMIZU:Application
of neutral electrolyzed water to disinfection of alginate impression.Dental Materials
Journal,35(2),270-277,2016

（ 主 要 ５ 件 ）

取得した実用新案特許等

中性電解水の歯科臨床における有用性の評価

産 学 官 連 携
可 能 ・ 希 望 分 野

歯科医学教育シミュレーター、歯科医療情報システム

（著書・発表論文等）

総合講義II

歯科医学教育研究１・２・３

実習時間数

総合診療学1・2

所 属 学 会
（ 主 要 ５ 件 ）

日本歯科医学教育学会、日本総合歯科学会、九州歯科学会、日本歯科医療管理学会、IADR

鬼塚千絵，永松 浩，鯨 吉夫，木尾哲朗：九州歯科大学附属病院研修歯科医宿泊研修の実施内容と検証―平成20 年度
から平成27 年度までの8 年間のまとめ―．日歯教誌．33（3）．206-213．2017．

永松浩、他(分担執筆)：必修 臨床研修歯科医ハンドブック　平成28年度診療報酬改定対応版．医歯薬出版．2016

板家朗，鬼塚千絵，永松浩，今福輪太郎，木尾哲朗：どのようにして研修歯科医は主体的な診療実践ができるようにな
るのか．医学教育.48 （1 ）：23-33.2018.

永松有紀，永松 浩，村上繁樹，池田 弘，山本恵子，小園凱夫，清水博史：中性電解水を用いた義歯および口腔内洗浄
による要介護高齢者の口腔内環境の改善．機能水研究．13(1)．1-9．2017．

産 学 官 連 携 実 績
（ 主 要 ３ 件 ）

歯科医療情報の標準化に関する共同プロジェクト

歯科教育用シミュレータの開発・普及に関する連携

（ 主 要 ５ 編 ）

大学運営における主な
役職履歴（過去5年間）

病院教授(医療情報)、情報セキュリティ運営室、附属病院総合医療情報システム部会長(～
H29)、附属病院医療部会副部会長

准教授

歯学科　口腔機能学講座　総合診療学分野

九州歯科大学大学院 博士(歯学)
永松 浩

専 門 分 野 総合診療学、医療コミュニケーション学、継架補綴学

教 育 実 績

担当講座名称 単位数 講義時間数

医療コミュニケーションI・II

プロフェッショナリズムII


